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説
明
・
紹
介
す
る
。
②
福
祉

保
育
労
や
分
会
の
活
動
・
実

績
・
成
果
な
ど
「
組
合
が
あ

っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
」
を
伝

え
て
全
体
の
も
の
に
す
る
。

③
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
思

い
を
交
流
す
る
。
こ
の
３
つ

の
カ
ギ
を
ふ
ま
え
た
場
に
す

る
こ
と
で
、
組
合
の
力
の
理

解
と
確
信
が
深
ま
り
ま
す
。

　

組
織
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
３
月
か
ら
６
月
ま
で
に
前

述
し
た
①
②
③
の
３
つ
の
カ

ギ
を
踏
ま
え
た
「
つ
な
が
る

場
」
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
11
日
ま
で
に
中
央
本
部

で
作
成
し
て
い
る
報
告
用
紙

に
記
入
し
て
提
出
す
れ
ば
、

地
方
組
織
を
通
じ
て
、
ク
オ

カ
ー
ド
２
０
０
０
円
分
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
分
会
や

班
、
地
域
支
部
、
種
別
協
議

会
を
単
位
に
開
催
し
ま
し
ょ

う
。

　

未
加
入
者
や
新
入
組
合
員

を
そ
の
場
に
誘
う
こ
と
が
支

援
（
ク
オ
カ
ー
ド
贈
呈
）
の

条
件
で
す
。
非
正
規
職
員
に

も
積
極
的
に
声
を
か
け
ま
し

ょ
う
。
誘
っ
た
う
え
で
結
果

的
に
組
合
員
以
外
の
参
加
が

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
組
合

員
で
確
信
を
深
め
る
た
め
に

開
催
す
れ
ば
支
援
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

組
合
の
力
を
み
ん
な
で
伝

え
あ
い
、
春
闘
期
に
組
合
を

強
く
大
き
く
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

要
求
実
現
へ
の
確
か
な
力
と

な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ

の
こ
と
自
体
が
喜
び
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
風

が
吹
き
、
分
会
な
ど
の
活
動

も
活
性
化
す
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。
非
正
規
職
員
は

も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
職
員

を
対
象
に
組
合
加
入
を
訴
え

ま
し
ょ
う
。

「
見
え
る
」、
労
働
者
や
労

働
組
合
の
権
利
や
意
義
・
役

割
を
「
伝
え
る
」、
組
合
員

や
未
加
入
者
が
「
つ
な
が

る
」
の
３
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
て
、
組
織
拡
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
３
〜
６
月
）
の
中

で
具
体
化
す
る
も
の
で
す
。

組
合
員
を
増
や
す
た
め
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
活
動
を
つ
く
る

た
め
に
、
組
合
の
力
を
見
つ

め
直
し
、
み
ん
な
で
確
認
し

な
が
ら
組
合
加
入
を
よ
び
か

け
ま
す
。

　

職
場
内
の
新
入
職
員
や
未

加
入
者
に
組
合
加
入
を
よ
び

か
け
る
有
効
な
手
段
と
し
て

「
つ
な
が
る
場
」
が
あ
り
ま

す
。
組
合
の
活
動
や
成
果
が

　

「
つ
な
が
る
場
」
は
名
称

に
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
。
分
会

会
議
の
中
で
時
間
を
区
切
っ

て
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し
た

り
、
交
流
会
の
な
か
で
開
い

た
り
、
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、「
組
合
を
知
る

会
」
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
楽
し

そ
う
で
興
味
を
ひ
い
て
参
加

し
た
く
な
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
も

お
す
す
め
で
す
。

　

①
福
祉
保
育
労
と
分
会
が

ど
の
よ
う
な
組
合
な
の
か
を

　

労
働
組
合
に
と
っ
て
、
新

し
い
な
か
ま
を
迎
え
入
れ
、

組
合
員
が
増
え
る
こ
と
は
、

　生活保護費以下の収入で生活する子育て世
帯が、この20年で倍増したことが明らかにな
った。今年２月に発表された山形大学の戸室
健作准教授の調査によれば、1992年の約70万
世帯から2012年には約146万世帯に倍増。子

育て世帯自体が約２割減っていることから、
「子どもの貧困率」（17歳以下の子どもがい
る世帯に占める貧困世帯の割合）は、5.4％
から約2.6倍の13.8％と大幅に増えた。「子ど
もの貧困」に抜本的な対策を！

　

４
月
に
は
障
害

者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
。

差
別
の
禁
止
と
合

理
的
配
慮
が
指
針

と
し
て
提
示
さ

れ
、
事
業
主
や
同
僚
に
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
指

針
は
今
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た

内
容
を
例
示
し
て
い
る
だ
け

で
、
そ
れ
だ
け
で
は
抜
本
的
な

改
善
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
障
害
者
が
働
く
う

え
で
は
、
障
害
を
理
解
し
、
そ

の
人
に
応
じ
た
配
慮
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
配
慮
の
必
要
性
が

わ
か
っ
て
い
て
も
、
で
き
て
い

な
い
現
状
が
あ
り
、
指
針
で
ど

こ
ま
で
現
状
が
変
わ
る
の
か
は

ま
っ
た
く
の
未
知
数
で
す
。
ま

た
、
指
針
に
違
反
を
し
た
場
合

に
罰
則
が
あ
り
ま
せ
ん
。
罰
則

を
与
え
れ
ば
い
い
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
障
害
者
が
権
利
の
主

体
者
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
、

罰
則
も
必
要
だ
と
厚
生
労
働
省

に
要
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

雇
用
環
境
の
改
善
と
労
働
権

の
確
立
を
求
め
て
、
昨
年
12
月

23
日
に
障
害
者
労
働
組
合
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
労
働

組
合
で
は
、
指
針
が
有
効
に
機

能
し
て
い
る
か
、
労
働
相
談
を

強
め
て
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
谷
本
）

高宮信一･作

子育て中の貧困世帯は20年で倍に 貧困率は2.6倍に

　

春
を
迎
え
て
職
場
に
新
し
い
職
員
が
入
っ
て
き
ま
す
。
組
合
拡
大
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
福
祉
保
育
労
は
春
闘
方
針
で
「
す
べ
て
の
職
場
で
１
人
以
上
、
２
０
０
０
人
の
新

し
い
組
合
員
を
迎
え
る
こ
と
」
を
掲
げ
、
そ
の
目
標
を
み
ん
な
で
達
成
し
よ
う
と
よ
び
か

け
て
い
ま
す
。
組
織
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
３
月
〜
６
月
）
で
「
組
合
を
知
る
会
」
な
ど

の
「
つ
な
が
る
場
」
を
開
き
、
共
済
の
魅
力
も
打
ち
出
し
、
労
働
組
合
の
力
を
伝
え
あ
っ

て
、
強
く
大
き
な
福
祉
保
育
労
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　　東海地本・東部
　地域療育センター
ぽけっと分会の結成
大会写真
（2014年５月21日）

組合の力チ
カ
ラを伝えあい

なかまが増えるなかまが増える

＝要求実現に＝要求実現に

つながるつながる

つながる場のカギはつながる場のカギは

「組合の紹介」「組合があって「組合の紹介」「組合があって

よかったこと」「みんなの交流」よかったこと」「みんなの交流」

３月から６月までに３月から６月までに

「つながる場」を開催し「つながる場」を開催し

報告用紙を提出しよう報告用紙を提出しよう

「つながる場」を「つながる場」を

開き　組合の力を開き　組合の力を

伝えよう伝えよう

――だから春闘――



　知的障害を
持った人たち

が生活するグ
ループホーム

に勤

めています。
利用者一人ひ

とりが目的意
識をもって生

活で

きるように職
員として努力

しているが難
しい状況です

。就

労継続支援Ｂ
型の事業所に

通っている人
の月の工賃は

約１

万円。毎日が
んばって働い

て貯めたお金
をつかう買い

物に

連れて行くこ
とができない

のです。将来
は自分で買い

物に

行ける可能性
があるのに、

それを実現す
ることができ

ませ

ん。
　職員は８人

の利用者の入
浴介護、食事

づくり、食事
介

護、歯磨き仕
上げ、足の痛

みを訴える人
の湿布貼り、

こづ

かい帳付けの
支援、通院の

付き添い、就
労支援などに

追わ

れ、仕事量が
膨大なのです

。日々の記録
、金銭管理、

通院

の記録と投薬
準備、館内掃

除、園庭美化
、家族や関係

機関

との調整、個
別支援計画、

実績記録、個
人とホームの

出納

集計、記帳・
現金の出し入

れなど、際限
がありません

。

　ほとんどの
時間が一人勤

務体制で、と
ても一人ひと

りの

利用者の買い
物に付き添う

時間がとれな
いのです。一

人体

制では同僚に
相談すること

もできません
。不安を抱え

たま

ま、自信を持
って利用者と

接することは
難しいです。

しか

も、ほとんど
は非正規の職

員です。本来
は正規職員が

複数

配置されてい
ないと、利用

者が安心して
自分の思いを

話

し、それを実
現していくた

めの援助がで
きないのです

。

やることいっぱ
いの

 一人勤務では

神奈川・障害者
グループホーム

　京都市の学
童保育は大規

模化と詰め込
みがすすめら

れてきまし

た。学校から
帰ってきても

、ほっこりす
る場所もない

。おやつを食

べるのも詰め
詰めで、手を

洗うのも長蛇
の列。帰りの

会では集団の

人数が多くて
落ち着いて話

を聞きにくい
上に、狭い部

屋にギュウギ

ュウづめ。熱
が出てもお迎

えの保護者が
くるまで、他

の子どもがに

ぎやかに走り
回る部屋の隅

や、狭い事務
室の床板の上

になんとか場

所をつくって
横になっても

らうしかあり
ません。すし

詰めが日常で

はストレスが
たまり、子ど

もたちは少し
のことでもイ

ライラした

り、悲しくな
ったりしてし

まいます。

　私たち学童
保育の職員は

、家庭や学校
、学童のこと

などで不安や

悩みを抱える
子どもの様子

や課題を把握
し、家庭や学

校と連絡を取

りあって、成
長を見守って

います。集団
が大きいと一

人ひとりの声

に耳を傾ける
ことは困難で

、現場の職員
は努力と工夫

を重ねていま

すが、がんば
りだけではど

うにもならな
いところまで

きています。

　国は子ども
・子育て支援

新制度で、ク
ラスの人数を

「おおむね4
0

人以下」など
と、初めて最

低基準を示し
ました。しか

し、京都市は

登録児童の平
均出席率が約

80％なのでク
ラスは「50人

」で国基準を

満たすとして
います。厚生

労働省でさえ
この解釈はお

かしいとして

いるなかで、
国や京都市は

これを許す姿
勢でいいので

しょうか。

ギュウギュウづめ
の学童保育では

京都・学童児童
館

　

国
の
職
員
配
置
基
準
は
利
用
者
３
人
に
職
員

１
人
の
３
：
１
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基

準
は
低
す
ぎ
る
な
か
で
実
態
は
施
設
の
努
力
に

よ
っ
て
実
際
に
は
２
：
１
に
し
て
い
る
施
設
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
夜
勤
は
月
６
〜
７

回
も
あ
り
、
長
時
間
の
た
め
、
出
勤
の
半
分
以

上
が
夜
勤
に
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
介
護
者

に
よ
る
手
厚
い
介
護
を
め
ざ
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
介
護
を
お
こ
な
う
施
設
で
は
、
利
用
者

と
職
員
が
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
夜
勤
は
１

名
体
制
で
、
休
憩
す
ら
で
き
な
い
明
ら
か
な
労

働
基
準
法
違
反
で
す
。
万
歩
計
を
つ
け
て
夜
勤

を
し
て
み
る
と
、
計
測
数
は
２
万
歩
を
こ
え
る

過
酷
さ
で
す
。
日
勤
帯
で
も
、
食
事
や
排
せ

つ
、
入
浴
介
助
の
基
本
介
護
以
外
に
、
認
知
症

利
用
者
へ
の
対
応
や
洗
濯
な
ど
を
こ
な
す
だ
け

で
精
一
杯
で
す
。

　

職
員
が
増
え
た
ら
、
身
体
介
護
で
手
一
杯
で

は
な
く
な
り
、
高
齢
者
の
生
き
る
楽
し
み
と
し

て
の
余
暇
や
外
出
な
ど
「
普
通
の
生
活
」
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
別
的
な
き
め
細

か
い
対
応
と
、
介
護
す
る
側
の
精
神
的
な
ゆ
と

り
に
よ
っ
て
、
認
知
症
の
改
善
に
つ
な
が
り
、

利
用
者
の
人
権
も
ゆ
た
か
に
守
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
有
給
休
暇
や
連
休
が
と
れ
、
気
兼
ね

な
く
休
め
、
仕
事
の
や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ
、

離
職
率
も
下
が
り
ま
す
。
職
員
が
定
着
す
る
こ

と
で
、
今
よ
り
も
専
門
性
の
深
化
に
力
を
注
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
身
を
壊
す
こ
と
が
な
く

な
り
、
夜
勤
も
減
り
、
健
康
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
の
充
実
に
つ
な
が
り

ま
す
。

過
酷
な
介
護
労
働

　
　

職
員
を
増
や
す
と
充
実
で
き
る

兵
庫
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

2016年３月号 ②なかま第296号③ 福祉の

案・タミヤ　画・ニムラ
95

学んで学んで

元気に！元気に！
子
ど
も
・
障
害
者
・
高
齢
者
・
家
族
に
、そ
し
て

　

福
祉
労
働
者
に
何
が
起
き
、い
ま
何
が
必
要
か

　

福
祉
職
場
で
は
「
労
働

法
の
法
令
遵
守
な
ど
、
と

て
も
ム
リ
」
と
い
う
理
解

が
、
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。
休
憩
時
間
な
の
に
食

事
の
介
助
を
し
て
い
た

り
、
事
務
作
業
を
こ
な
し

て
い
た
り
す
る
こ
と
が
、

あ
た
り
前
と
な
っ
て
い
る

職
場
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
や
ら
な
け
れ
ば
、
後

で
や
る
こ
と
に
な
っ
て
帰

り
が
遅
く
な
る
か
ら
と
、

休
憩
時
間
の
棚
上
げ
が
労

働
者
の
要
求
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
使

用
者
も
「
具
体
的
な
仕
事

は
、
む
し
ろ
現
場
の
方
で

決
め
て
い
る
の
で
、
無
理

を
強
い
た
覚
え
は
な
い
」

と
、労
働
者
も「
そ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
た
ら
、
利

用
者
の
権
利
が
守
ら
れ
な

い
」
と
考
え
て
い
た
り
し

ま
す
。
不
十
分
な
制
度
の

中
で
住
民
・
利
用
者
の
権

利
を
守
り
、
福
祉
を
支
え

て
き
た
現
場
で
あ
れ
ば
、

大
な
り
小
な
り
無
理
を
し

て
き
て
今
が
あ
る
こ
と
も

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
来
社
会
福

祉
に
責
任
を
負
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
は
国
と
自

治
体
で
す
。
法
令
遵
守
が

無
理
で
あ
る
の
な
ら
、
そ

の
制
度
や
予
算
が
見
直
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
福
祉
現
場
の
労
使
が

「
仕
方
が
な
い
」
と
矛
盾

を
吸
収
し
て
し
ま
っ
た

ら
、
本
来
解
決
に
責
任
を

負
う
べ
き
国
・
自
治
体
が

放
置
さ
れ
、
免
罪
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

労
働
基
準
法
の
労
働
時

間
や
休
憩
の
規
定
は
、
努

力
目
標
で
は
な
く
必
ず
守

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
最

低
基
準
で
す
。
福
祉
人
材

確
保
指
針
は
「
完
全
週
休

２
日
制
の
普
及
な
ど
、
労

働
時
間
の
短
縮
の
推
進
」

「
有
給
休
暇
の
完
全
取

得
」「
従
事
者
に
過
重
な

業
務
の
負
担
を
強
い
る
こ

と
の
な
い
適
切
な
勤
務
体

制
の
確
保
」「
労
働
関
係

法
規
の
遵
守
」
を
要
請
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
経

営
の
必
須
の
課
題
と
な

り
、
公
的
責
任
を
追
及
し

て
い
く
出
発
点
と
な
る
の

は
、
労
働
組
合
の〝
要
求
〞

で
す
。
労
使
協
議
に
し
っ

か
り
法
令
遵
守
を
位
置
づ

け
、
使
用
者
責
任
を
明
確

に
し
、
解
決
を
迫
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

違
法
な
労
働
実
態
を「
仕
方
な
い
」と
せ
ず
改
善
要
求
を

法
令
遵
守
の
使
用
者
責
任
を
明
確
に
し
て
解
決
を
迫
ろ
う

賛同金にご協力を！

　　目標　1000万円

「みんなの一歩キャンペー
ン」

「福祉は権利ニュースマガジン」の発行や宣伝用ノ
ボリ旗、横断幕の作成など、「福祉は権利」をみん
なの一歩で展開するための費用を賛同金として集め
ています。分会・支部に１口3000円・年間複数口の
ご協力をお願いしています。
郵便振替口座　00110-1-45713 全国福祉保育労働組合
（「みんなの一歩賛同金」と明記してください）

●６日（日）組織・共済拡大全国交流会
●７日（月）福祉保育労中央行動
●17日（木）シールを身につけて全国統一行動
●26日（土）原発ゼロ大集会（代々木公園）

３月

●１日（日）メーデー
●３日（祝）憲法集会
●６日（金）国民平和大行進スタート
●12日（木）中央行動（午前）
　　 社会保障・社会福祉は国の責任で！
　　憲法25条を守る５・12共同集会（午後）
 （東京・日比谷野外音楽堂）
●21日（土）第22回社会福祉研究交流集会
 （～22日・北海道）

５月

　「戦争法廃止！」を春闘方針の柱と
したものの、口には出せないけど「安
全保障のために必要な気が…」「自分
の生活に関係ない…」と思っている人
もいるのでは…と、「戦争法を考えよ
う！」と題して賛成VS反対のバトル
討論会を開催！65人が参加。

北海道ブロック １月30日～31日

　午前は小山副委員長を講師に「保育
新制度の公定価格と私たちの賃金・労
働条件」の学習で、関心も高く60人の
参加（全国保育部会の幹事さんを含
む）。午後は２つに分かれて全員で討
論し、ふだんはなかなか聞けない地域
の職場状況も交流できました。

関東甲信越ブロック（東京） １月31日

　「福祉労働・社会福祉の向上に組合
が果たしてきた役割」と題した西浦副
委員長の記念講演、総会、翌日の分科
会と続き40人が参加。大阪でたたかう
なかまの「福祉職場が人たるに値する
労働の場となるよう今こそ行動しなけ
れば」との発言や、和歌山のなかまの
つながりに、元気をもらいました。

関西ブロック（和歌山） ２月27日～28日

　岡山県学習協の長久啓太事務局長が
「ものの見方を考えてみよう」と題
し、事実から出発して「どうせ」を克
服する努力などを講演。30人が参加
し、中央本部役員の春闘講義のあと
は、「組合に入ってよかったこと」「私
の組合チャレンジ」をテーマに、グル
ープにわかれてパネルトークで交流！

九州ブロック（福岡） ２月７日

　31人が参加し、模擬団交を開催。制
度改定を理由とした経営側からの逆提
案「給与表の見直しと人員削減」に、
安易に逆提案を受け入れないことを話
し合い、要求書を提出して団交へ。労
働実態などを組合員全員が発言し、経
営計画の見直しを求めました。

東北ブロック（福島） ２月６日～７日

　関西勤労者教育協会の中田進さんが
「働くことと生きること～労働組合と
私たち」と題し、働くことの意味や労
働組合の役割、情勢について講演。そ
の後は参加者で活動の悩みや情勢を交
流しました。２日目はレポート報告と
討論のほか、共済の学習をおこないま
した。全体で28人が参加しました。

北陸ブロック（石川） ２月20日～21日

　共済の説明と春闘方針・統一要求の
解説を西浦副委員長がおこない、賃金
制度改善に向けたとりくみを高知地本
・土佐福祉会分会が報告。また、退職
金共済制度改悪の緊急提案を踏まえ
て、職場の状況や春闘について交流し
ました。参加者は４県14人でした。

中四国ブロック（岡山） ２月14日

　福祉保育労では、2015年秋から現場実態レポートを集
めて、厚生労働省や国会議員などに届けようとよびかけ
てきました。子ども・障害者・高齢者・家族に、そして
福祉労働者に何が起き、いま何が必要か、社会や政治に
問い、制度改善を求めるためです。提出されたレポート
のうち、一部の概要をお伝えします。

ビラを配り署名をあつめた２月20日・山形駅での山形地本の宣伝行動

　１日目は基調報告のあと、シンポジウ
ムでは福祉現場で何が起きているのか、
どのような視線が求められているのか、
保育・障害・高齢の３分野で働く北海道
のなかまから報告をうけます。会場発言
なども踏まえて、福祉労働者に求められ
る専門性を浮き彫りにします。
　２日目は２つの分科会と基礎講座にわ
かれます。第１分科会「福祉職場での働
き方と健康を考えよう」、第２分科会
「福祉労働の専門性を考えよう」は昨年

も好評だったテーマです。基礎講座は前
半の「社会福祉とは何か」（仮題）を立
命館大学の石倉康次教授に、後半の「福
祉労働とは何か」（仮題）を北海学園大
学の川村雅則教授に講演していただきま
す。
　２日目午後のオプショナルツアーも北
海道のなかまが準備中です。早めに航路
など交通をおさえて、４月30日までに案
内チラシの申込用紙で申し込んでくださ
い。

５月21日（土）12：45～　22日（日）13：00　北海道札幌市
21日：北海道建設会館　22日：道民活動センター「かでる２・７」

参加費　両日3500円　１日2000円
宿泊あっせん先：ルートイン札幌駅前北口：6500円

第22回
社会福祉研究交流集会 IN 北海道

「これでいいのか福祉の現場～住民の権利と福祉労働の実態～」テーマテーマ

北海道に行こう！

ブロック春闘労働学校

現場実態レポートから
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♪
お
願
い
♪

みんなの「MYチャレンジ」に刺激
2016年は仲間を増やす！
京都地本・くりくま保育園分会　山本　歩さん

　２・３面の「2016年MYチャレンジ」の記
事を読みました。日本の社会がガラッと方向
を変え始めてしまった2015年。2016年は新た
な仲間を増やして、さらにがんばっていけま
すように！

「３人に２人が辞めたい」にビックリ！
国が給料の基準を上げて！

東京地本・多摩同胞会分会　大杉 夏美さん
　１面の春闘要求アンケートの報告で、９割
の人がやりがいを感じているのに、３人に２
人が辞めたい…とあって、びっくりしまし
た。やりたい人はたくさんいる仕事で、必要
な職業です。国が福祉の給料の基準を上げて
ほしいです。

新しい事業にむけて募集をしても人が…
大幅な賃上げを
大阪地本・さつき福祉会分会　松村　康和さん

　私たちの福祉会では６月に障害者のくらし
の拠点施設が立ち上がります。非正規職員の
採用の募集をかけても、人が集まらない状態
です。人材不足は非常に深刻です。大幅な賃
上げが求められています。

先輩職員が仕事の意義や楽しさも
語っていこう

福岡地本・つくしの里分会　林　妙子さん
　給与規定を見ると、「責任は増えるけど、
給料は増えない」管理職にはなりたくないな
ぁと思ってしまう現実も…。管理職は理想を
追える夢のあるポジションであるべきなのに
…。処遇改善の必要性とあわせて、私たち先
輩職員が若い職員に、仕事の意義や楽しさ、
やりがいをどんどん語っていくべきですね。

【
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と
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選
者

　

答
え
は
「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
」

で
し
た
。
応
募
は
16
人
で
し

た
。
抽
選
に
よ
り
、
次
の
方
々

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

大
杉　

夏
美
さ
ん

（
東
京
地
本
・
多
摩
同
胞
会
分
会
）

岩
崎　

京
子
さ
ん

（
京
都
地
本
・
丹
波
高
原
荘
分
会
）

西
村　

朋
子
さ
ん

（
島
根
支
部
・
お
お
つ
保
育
園
分
会
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを添えて、ハガキかＦＡＸ、メール
で送付ください（地方組織・分会、氏名、住所明
記）。紙面やホームページ等に掲載させていただ
くことがありますので、ご了承ください。
締切▶４月15日　
発表▶2016年５月号
賞品▶正解者の中から３人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

　

保
育
園
で
調
理
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。
こ
の
園

は
私
が
子
ど
も
の
頃
に
育
っ

た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
今

も
昔
も
季
節
に
関
係
な
く
裸

足
で
ホ
ー
ル
を
走
り
回
り
、

外
で
も
た
く
さ
ん
遊
び
、
ご

飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
み
て
、
懐
か

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
日
々
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
育
を
と
て
も
大
事
に
し

て
い
て
、
給
食
室
は
保
育
園

の
真
ん
中
に
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
「
今
日
の
ご
飯
は
な

に
？
」
と
聞
い
て
き
ま
す
。

給
食
を
つ
く
る
様
子
が
子
ど

も
た
ち
に
見
え
る
環
境
に
あ

り
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
時

に
食
べ
て
い
た
給
食
に
、
こ

ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
ん

だ
と
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
終
わ

っ
て
、「
ご
飯
お
い
し
か
っ

た
」
と
綺
麗
に
な
っ
た
食
器

を
見
せ
に
来
て
く
れ
る
と
、

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
給
食

も
保
育
と
い
っ
し
ょ
で
、
人

間
の
土
台
に
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
大
切
に
、
給
食
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

給食は人間の土台をつくるもの

育った園で子どもたちといっしょに

　「ワンコイン共済」はこれまでの個人共済に比
べて保障が広がりました。旧個人共済では給付対
象外だった、「インフルエンザ（５日間以上の休
業）」「交通事故通院」「健康給付（10年間入院・
休業の給付なしで１万円）」の給付請求が届き始
めています。
　組織共済の加入歴が加算できる今年の６月末ま
での「ワンコイン共済」加入がおすすめです。

　健康給付を受けと
られたみなさん、ぜ
ひ分会会議の場など
で、報告してくださ
い。給付者の生の声
が共済の輪を大きく
します。

１月号を読んで

パワーアップした「ワンコイン共済」
６月末までの加入がおすすめ♪

入ってて 良か
った!!

入ってて 良か
った!!

　今回退職を迎えるにあたり、組織共済から
退職祝い金をいただきました。ありがとうご
ざいました。生命共済、医療共済、年金共済
にも入っていました。他の一般の生命保険会
社の商品と比較して、保障の額が同じでも掛
金が安い組合の共済がやはり安心して支払い
続けられます。ぜひ、福祉保育労共済の利用
を!!一人ひとりの力の結集がこの共済を支え
ています。益々の御発展をお祈りします。

　「分会慶弔共済」・「組織共済」に登録されて
いる方は、退職餞別金の請求もお忘れなく!!
（分会慶弔共済は３年以上共済加入歴がある
方が退職餞別金の給付の対象です）

　なお、「ワンコイン共済」など個人共済の既
加入者は、退職後も継続して加入できます。
　個人共済加入者で、退職による脱退を希望
する場合は手続きが必要となりますので、本
部共済会まで連絡をお願いします。
（フリーダイヤル0120－294－335）

制度の紹介
・ 年金共済の加入条件は、「ワンコイン共済」
加入者とします。
・予定利率は1.15％です。
・月々5000円から自由に掛金設定ができます。
・ 年金受取開始年齢は一定期間後、自由に決め
られます。
・加入から一定期間は元本割れします。
・ 個人年金保険料控除対象となるＡコース、生
命保険料控除対象となるＢコースがあります。

「年金共済」 春期 加入募集中

加入者が万が一のときにも
残された家族を守ります

加入申込書、パンフレットのお申込みは共済会まで

締切　５月15日共済会必着

※ 各事項の詳細等については年金共済のパンフレットを
必ずご確認ください。

⎛ ⎞
⎝ ⎠
山梨社福労・つくし分会共済会　 
 ペンネーム　ハイジさん

２月11日の中央執行委員会で健
康給付を受け取った澤村書記長

この春、定年退職を迎えるみなさんへこの春、定年退職を迎えるみなさんへ

長年のお勤めお疲れ様でした。

元気でいて
よかった！

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F

応 募 方 法

須
藤　

は
る
香
さ
ん

１
９
９
３
年
生
ま
れ　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
地
本
・
函
館
つ
く
し
の
子
分
会

　

今
は
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
楽

し
い
時
期
な
の
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
景
色
も
綺
麗
で

風
を
き
る
の
が
気
持
ち
い
い
で
す
。


